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囲が広いために分業せざるをえなかった事情もある。文献学（アッシリア








































よる都市国家群が栄えた時代であり、第 1 期から第 3 期に分けられる。
「支配者の名をあげて歴史を語れるようになるのは第 3 期（前 2500-2335
年頃）になってから」（中田 2007, 13）とされてきた。しかし D. R. フレ
イン（Frayne 2008）によって初期王朝時代の「王碑文」だけではなく、
「プレサルゴン時代」、すなわち「アッカド王国（サルゴン王朝）時代以前






くフレイン（Frayne 1993）によって、前 2334-2113 年の「サルゴン時代




（Frayne 1997）によって前 2112-2004 年のものとして編纂された。また、
ほぼ同時代であるが、厳密には年代付づけられない、都市国家ラガシュの













次のような 12 の種類に分けた。「1. 棍棒の頭部（石製）［K = Keule］」
「2. 金属製の武器［MW = Metal Waffe］」「3. 容器（壺、皿など）［G = 
Gefäß］」「4. 台［Stand］」「5. 礼 拝 者 像［St = Beterstatue］」「6. 奉 納 板
［W = Weihplatte］」「7. 動物像［T = Tierfigur］」「8. 石碑［Stele］」「9. 台




































































































































































































































































   
   
   
























































































   
   















   
   
   




















































































































































   
   
   




















































































































































































































































































































































































































































































































































































15 巻に含まれる項目「奉納物」（“Weihgabe”）として 2016 年に出版され
たブラウン―ホルツィンガーと文献学者の W. サラベルガーの共著による
一文である（Braun-Holzinger/ Sallaberger 2016）。6）
およそ 1100 年間（前 2700-1600 年）よりも短い間に限られていたブ
ラウン―ホルツィンガーの奉納物研究の視野が、共著者のサラベルガーに
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Sallaberger 2016, 26）。











ウル第 3 王朝時代の法的文書では、シュメール語の a-ru-a が「奉納物、
寄進」を意味し、エブラ出土の文書と古バビロニア時代の文書ではしば
しばシュメール語の単語を表意文字（スメログラム）として用いる。そ
のような例として NÍĜ.BA「贈り物」もある。アッカド語では ikribu と
言われるが、それは元来、「祈り、祝福」を意味する（Braun-Holzinger/ 
Sallaberger 2016, 26）。7）なおこの事典項目にはないが、「奉納した」の意







184   ｜
納者像、石碑、宝石類、動物像、棍棒、武器、容器とされている（Braun-


























所）まで運ぼうと言っている（第 5 書板 292-297 行 ; George 2003, 612-
613）ことが指摘されている。また第 6 書板では、殺した天牛の角に油を
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入れて神ルガルバンダに「贈呈（奉納）した」（iqîš）ことにも言及され
ているがその箇所（第 6 書板の箇所は 164-165 行、George 2003, 628-













1 śar-kà-lí-LUGAL-rí 2 LUGAL 3 a-kà-dè.KI


































ていたと考えられる。8.5 × 6.7 × 0.2 
cm。購入品。ウンマ（現代の Jokha）
出土と想定される。Aruz (ed.) 2003, 
No.37。AO 19225。ルーヴル美術館。
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1 dšára lugal-é-maḫ-ra 2 bára-ir-nun dam ĝix(GIŠ)-šà-ki-du10 
lugal-umma(ŠÁRxDIŠ)-ka-ke4 3 dumu ur-dLUM-ma lugal-
umma(ŠÁRxDIŠ)-ka-ke4 4 dumu-KA en-á-kal-le lugal-umma 
(ŠÁRxDIŠ)-ka-ke4 5 é-gi4-a íl lugal-umma(ŠÁRxDIŠ)-ka-ke4 6 u4 
dšára pa mu-è-a 7 bára-kù mu-na-dù-a 8 nam-ti-la-ni-da 9 dšára é-maḫ-
ra-šè saĝ-šè mu-ni-rig9(DU.KAB)














1-2 神エンリルの戦士である神ニンギルスのために 3-5 ラガシュの支
配者エン・メテナ、6-7―女神ニンシェによってその心に選ばれた者、
8-9 神ニンギルスのための大いなる支配者、10-12 ラガシュの支配者
（であった）エン・アナトゥム（1 世）の息子―は 13-14 彼を愛する主









1 dnin-ĝír-sú 2 ur-sag-den-líl-ra 3 en-TE.
ME-na 4 énsi- 5 lagaš(NU10.BUR.LA).
KI 6 šà-pà-da- 7 dnanše 8 énsi-gal- 9 dnin-
ĝír-sú-ka 10 dumu-en-an-na-tum 11 énsi- 
12 lagaš(NU10.BUR.LA).KI-ka-ke4 13 
lugal-ki-an-na-áĝ-ĝá-ni 14 dnin-ĝír-sú-ra 
15 gur4-gur4-kù-luḫ-ḫa ì-itu-da dnin-ĝír-sú-ke4 ab-ta-kú-a 16 mu-na-dím 
17 nam-ti-la-ni-šè 18 dnin-ĝír-sú- 19 é-ninnu-ra 20 mu-na-DU 21 u4-ba 
du-du 22 saĝa-dnin-ĝír-sú-ka-kam





















1 dnin-ĝír-sú 2 é-ninnu-ra 3 en-an-na-túm 4 énsi- 5 lagaš(NU11.BUR.
LA).KI-ka 6 guruš!-a-ni 7 bára-ki-TIL 8 sukkal-le 9 nam-ti- 10 lugal-ni 
11 en-an-na-túm-ma-šè 12 a mu-na-šè-ru














高 さ 12.7 cm。 石 灰 岩。 写 真 は Braun-





式 サ イ ト “British 
Museum, mace 
23287.”















奉 納 物。 前 21 世 紀。 高 さ 5.65cm。







1 [d]lamma 2 nin-a-ni 3 [n]am-ti 4 dšul-
gi 5 nita-kala-ga 6 lugal-uri5.KI-ma-
ka-šè 7 dba-ba6-nin-àm 8 zabar-dab5- 9 
ur-dnin-ĝír-su 10 en-ki-áĝ-⌈d⌉nanše-ka-ke4 11 ḫi-li-nam-munus-ka-ni 12 
mu-na-dím
(Frayne 1997, 215-216, E3/2.1.2.2030; Braun-Holzinger 1991, 373-
374, ʻVaria 1ʼ)












1 dba-ú 2 munus-sa6-ga 3 nin-a-ni 4 nam-ti- 5 gù-dé-a 6 énsi- 
7 [l]aga[š].⌈KI-ka⌉-šè 8 ù ⌈nam⌉-ti-la-ni-šè 9 nin-al-la 10 dam-ni 11 a mu-
na-ru 





物。 ウ ル 第 3 王
朝時代。前 2100










Braun-Holzinger 1991, p.107, Abb.1; 
p.168, ‘G 246’。個人蔵。













解 石 ）。Braun-Holzinger 1991, 














1-2（月神）スィンに 3-5 全世界の王であるリームシュが 6-10 エラム
とパラハシュムを征服したときに（得た）11-13 エラムの戦利品から
（この棍棒を）奉納した。
1 a-na 2 dEN.ZU 3 rí-mu-úś 4 LUGAL 5 KIŠ 6 ì-nu 7 NIM.KI 8 ù 9 pá-
ra-aḫ-śum.KI 1  10 SAG.GIŠ.RA-ni 11 in NAM.RA.AK 12 NIM.KI 13 
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A.MU.RU





なったとされる（前川 2011, 41; 後藤 2015, 140-145 参照）（図版 8）。
1-4 四方世界の王、ナラム・スィン。5-7 マガンの戦利品の容器。
1 na-ra-am-dEN.ZU 2 LUGAL 3 ki-bi-ra-tim 4 ar-ba-im 5 BUR 6 
NAM.RA.AK 7 má-gan.KI
(Frayne 1993, 99-100, E2.1.4.4, Ex.3; Muscarella 1981, No.33)
図版 8：アッカド王国のナラム・スィンの戦利品の
容器。アッカド語の銘文が刻まれている。前23世紀。
高さ 6.3cm、直径 16.6cm。方解石。Muscarella 


























Holzinger 2007, 140; Taf. 60 ‘NS 15’。

















































る（Watanabe 1987, 41-42 参照）。後述するように筆者は、この「とりな
し／口添えをする」行為こそ、アッカド語で「アッブータ（ム）／アブッ
トゥ・ツァバートゥ」（abbūta(m)/abbuttu ṣabātu）と言われる内容である
ことを主張した（Watanabe 1990a; 1990b; 渡辺 2004b 参照）。
7.2.　「とりなし」の文献学
すでに CAD A1 (1964, 50-51) において abbūtu「アッブートゥ」を「父
親」（アッブ）の抽象名詞である「父性、父親の立場」（“a fatherʼs legal 
status and power, fatherly attitude”）とし、それが「つかむ」という動
詞（ṣabātu, ツァバートゥ）と一緒に使われると、「父親的な立場をとる」、
「保護者として働く」、「とりなす」（“to intercede, to further a personʼs 
cause”）という意味を持つとされている（CAD Ṣ 1962, 23-25)。この用
例は、人間同士の関係（世俗的な用例）と、神と人間の関係（宗教的な用
例）について言われる 2 種類がある。（Watanabe 1987, 41-42; Watanabe 
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をしてくれるように」（42 dnusku SUKKAL ṣi-i-ru su-pe-e-a liš-me-e-a 43 
li-iṣ-ba-at a-bu-tu, Langdon 1912, 224 (5R （=Rawlinson et al. 1909) 64) ii 
42-43; Watanabe 1990a, 330）とある。ただしこの場合、神ヌスクがとり
なしをするのは、神エンリル、そしてその後の神マルドゥクと同一視され


























高さ 3.65cm、直径 2.2cm。蛇紋石。購入品（J. R. Stewart Collection）。Collon 1982, 82; 
plate 23, No.159。BM 89487。大英博物館。
図版 11：古バビロニア時代の円筒印章の（現代の）印影。図像は左から、両手を挙げて「とりなし」
をする女神。火を焚いた祭壇（？）。犠牲動物を抱える礼拝者。礼拝対象としての太陽神が山に
足をかけて出て来る様子で表されている。印章銘文は 3 行あり「1 イリー・トゥッラム、2 イプク・
アダドの息子、3 神アダドの従者」（1 ì-lí-tu-ra-am 2 dumu ip-qú-diškur 3 ìr diškur）と読める。
高さ 3.0cm、直径 1.55cm。赤鉄鉱。購入品（Townley Collection）。Collon 1986, 145-
146; plate 25, No.344。BM 89228。大英博物館。















1 ana dME.ME NIN-šú 2 ana TI m10-ERIM.TÁḪ MAN KUR AŠ.KI 3 
mIGI-aš-šur-IGI LÚ*.GAR.KUR 4 BAL.TIL.KI ana TI-⌈šú BA⌉
(Watanabe 1994a，239-241; Watanabe 1993b, 126, Taf.8)



















































腱に、羽は鳥に帰［れ］！（『アンズー神話』第 2 書板、79-81 行）。
79 qa-nu-um-ma šá tal-li-ka tu-ra a-pu-uk-ka 80 mu-um-mu GIŠ.BAN 
a-na qí-šá-ti-ki 81 šír-a-nu a-na šá-šal-li UDU.NITÁ kap-pi a-na 
MUŠEN.MEŠ GU[R.MEŠ]











約文書』（前 672 年）がアッシリアの首都の 1 つであったカルフ（現代の
202   ｜











（Wiseman 1958, 14）、次（8.3.; 8.4.）に述べるように筆者は反論した。
8.3.　センナケリブの宗教改革―「天命の印章」と「天命の書板」

























1 NA4.KIŠIB NAM.MEŠ 2 [šá] AN.ŠÁR MAN DINGIR.MEŠ NAM.
MEŠ 3 di-gi-gi da-nun-na-ki 4 AN-e KI-tì u LÚ*-[u-ti] 5 ina ŠÀ-bi i-
kan-na-ku 6 [m]im-mu-u i-kan-na-ku-ú 7 la in-ni šá in-nu-u 8 AN.ŠÁR 
MAN DINGIR.MEŠ dNIN.LÍL 9 a-di DUMU.MEŠ-šú-nu ina GIŠ.
TUKUL.MEŠ-šú-nu 10 dan-nu-t[u] li-né-ru-šú 11 a-na-ku md30-PAP.
MEŠ-SU 12 MAN KUR [Aššur].KI NUN pa-liḫ-ka 13 ša MU [šaṭ]-
ru i-pa-áš-ši-ṭu 14 NA4.KIŠIB NAM.MEŠ-ka an-nu-u 15 ú-nak-ka-ru 
MU-šú 16 NUMUN-šú ina KUR pi-šiṭ





204   ｜
を変更する者への呪い（祈り）が付加されている場合がある。その意味で
天命の印章はアッシュルへの奉納物であり、印章銘文は奉納文としての祈
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る。2009 年にトルコ南部（テル・タイナト）の神殿遺構でこの文書のタ



















るにもかかわらず、印章銘文はほとんど再構成できない（Wiseman 1958, 20 参照）。高さ７


















神 ヌ ス ク の 台 座（nēmedu）。（ 神 ヌ ス ク は ） エ ク ル 神 殿 の 大 臣
（SUKKAL.MAḪ = sukkalmaḫḫu）、正義の尺を持つ者、アッシュ




遠に…（欠損）」（Grayson 1987, 279-280, A.0.78.27; 渡辺 2017, 42; 
Watanabe 2020, 81-84 参照）。
1 né-me-ed dnusku SUKKAL.MAḪ šá é-kur na-ši GIŠ.GIDRU 2 eš-
re-ti mu-zi-iz IGI daš-šur ù dBAD šá u4-me-šàm-ma 3 te-es-le-et mGIŠ.
tukul-ti-dnin-urta MAN na-ra-mi-šú 4 i-na IGI daš-šur ù dBAD [ú]-
š[á-n]i-ú-ma ù ši-mat 5 kiš-⌈šu⌉-t[i- šu] ina ŠÀ é-k[ur …] x-šú 6 šu-me 
[…] ⌈li-ta⌉-[asqar …daš]-šur 7 EN-[ia …] ⌈a⌉-na ⌈da⌉-[riš …] （以下欠


















（BM 98494）の別の箇所で ʻthe god Aššur-Enlilʼ という訳語を用いている























VA 8146＋8277。Orthmann 1975, 
No.195。ベルリン国立博物館。
























































て登録していたが、裏面第 24 欄 67 行にバビロンのマルドゥクの神殿で
ある「エサギラ神殿」への言及がある（Borger 1994, 46; 中田 2002、72）
ことから、元来は神マルドゥク神殿にあったが、どの神に奉納されたかは




える方が自然であろう（中田 2002, 206 参照）。
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ては Grayson 1991, 237-254（A.0.101.17）参照。
9.2.2.　エサルハドンの石碑
有名なエサルハドンの石碑としてサムアル（Samʼal、現在のトルコ南




















の位置は Brereton 2018, 15 の写
真によって修正した。
212   ｜
ドゥク、ナブー、エア、ネルガル（？）の 8 柱と想定される（渡辺 2017, 



















































214   ｜
注















2） 岩井 1974; 2007; 河田 1974; 岩井／山崎 1986; 岩井監修 2003; 須藤 2009 参照。





つの候補がある。古バビロニア時代の、主にバビロン第 1 王朝の第 10 代アンミ・
ツァドゥカ（ハムラビはその王朝の第 6 代）の治世に行われた金星観測の記録
（三津間 2019b、256-257 参照）を、現代の天文学に基づいて年代を割り出す試み
がなされ、アンミ・ツァドゥカの治世第 1 年を前 1801 年とする「高年代説」、前
1702 年とする「中年代説」、前 1646 年、あるいは前 1582 年とする「低年代説」





表。各年の順番を知るための人名リスト）が発見され、2003 年に K. フェンホー
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フが公刊した（Veenhof 2003; 渡辺 2009a 参照）。そのリストの冒頭には、アッシ
リア王エリシュム 1 世がリンム制度を開始したとあり、リンム第 1 年は「中年代
説」によって前 1974 年とされたが、その後の微調整によって前 1972 年とされて
いる（Barjamovic et. al. 2012）。M. ローフも各地の年代を相関させる年表（ロー
フ 1994、110-111）を訂正した（Roaf 2017）。その結果、古アッシリア時代のエ
リシュム 1 世の年代が 100 年ほど遡った。中期アッシリア時代（前 2 千年紀後半）
にもリンム制度が続くが、その時代のリンム表が発見されていないためにまだ検





4） これら 4 つの時代（1）（2）（3）（4）の王碑文の出版は、碑文の時代順ではなく、
（4）1990 年、（2）1993 年、（3）1997 年、（1）2008 年の順で出版されたため、ブ
ラウン―ホルツィンガー（1991）はこれら以前の王碑文編纂に依拠している。
5） 他にも初期王朝時代の像については、G. マルケースィ／ N. マルケッティの研究書
（イタリア語の原書は 2006 年）の英語版が 2011 年（Marchesi/ Marchetti 2011）
に出され、また、初期王朝時代に属するが、非常に初期のセム語を話す人々の
都市国家エブラについての研究も進んできている。たとえば Pomponio/ Xella 
1997;Waetzoldt (ed.) 2004; Archi 2013; Huddleston 2017; Matthiae/ Pinnock/ Aʼ
Andrea (eds.) 2018; Alkhafaji/ Marchesi 2020 など参照。
6） この事典は 2018 年に第 15 巻が完成したことにより、開始から 90 年以上続いた事
典編纂の大事業が終ったことになる（Streck 2018 参照）。






ある（Frayne 2008, 283, E1.9.9.8）。グデアを含む「ラガシュ第 2 王朝時代」とウ
ル第 3 王朝時代の建築碑文と奉納文については Steible 1991 参照。
9） この事典項目の執筆時には間に合わなかったのか、新発見文書の公刊（Al-Rawi/ 
George 2014）に言及されていない。挙げられている第 5 書板の 292-297 行は、
現在では 313-318 行となっている。
10） メソポタミアの夢占いの文書は「もし人が夢で…を見るなら、…となる」という条









12） 新アッシリア時代の「戦争儀礼」については May 2012 参照。
13） i 1 u4 dnin-ĝír-su 2 ur-saĝ-kal-ga 3 den-líl-lá-ke4 4 dnin-ĝiš-zi-da 5 dumu-dnin-a-zu 6 ki-áĝ-diĝir-
re-ne-ra 7 iri-a ki-ùr 8 mu-na-ni-ĝar-a ii 1 aša5-ga gána-i7 2 mu-na-ni-ĝar-a 3 gù-dé-a 4 énsi- 
5 lagaš.KI 6 lú-si-sá 7 diĝir-ra-ni 8 ki-áĝ-e 9 dnin-ĝír-su 10 lugal-a-ni 11 é-ninnu-AN.IM.MI.
MUŠEN-bar6-bar6-ra-ni 12 é-PA é-ub-imin-na-ni 13 mu-na-dù
!(NI)-a 14 dnanše 15 nin-uru16 16 
nin-a-ni iii 1 é-UD.MÁ.NINA.KI.TAG 2 kur á(!)-ta íl-la-ni 3 mu-na-dù 4 diĝir-gal-gal-lagaš.
KI-ke4-ne 5 é-ne-ne 6 mu-ne-dù 7 
dnin-ĝiš-zi-da 8 diĝir-ra-ni 9 é-ĝír-su.KI-ka-ni 10 mu-na-dù 
11 lú diĝir-ĝu10-gim 12 
dnin-ĝír-su-ke4 13 diĝir-ra-ni iv 1 ùĝ-ĝá gù ù-ma-ni-dé-a 2 é-diĝir-ĝá-ke4 
3 igi-TÙM (var. ?)-la 4 na-ab-ak-ke4 5 mu-bi ḫé-pà-dè 6 lú-bi ku-li-ĝu10 ḫé-àm 7 mu-ĝu10 ḫé-
pà-dè v 1 alan-na-e 2 mu-tu 3 gù-dé-a 4 lú-é-dù-a-ka 5 nam-ti-il! 6 mu-na-sum 7 mu-šè mu-na-











（Watanabe 1993b; 1999; 渡辺 1995）、これまでに説得力のある異論はない。
15） 有翼太陽と植物図も左右に礼拝者や精霊が配されるため、動物に挟まれた植物図と
混同されることがあった。後者は「命の木」と名づけられたが、それも聖書記事と
関連づける動きに属し、文献学的根拠に欠けていた。渡辺 1989; 1993; 1996 参照。
16） 「神の印章」とされていたものが奉納印章に変更された印章の例については
Watanabe 1985, 389-391; 渡辺 1992b、105-107 参照。














Collon 1987: First Impressions: Cylinder Seals in the Ancient Near East, London）。
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